
 

（第２号様式）   
令和４年４月２８日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立釜利谷高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

(1)有意義な高
校生活を送るこ
とができるよう
教育課程編成に
工夫を凝らし、
自ら学ぶ態度
と、基礎学力の
習得及び希望進
路の実現に向け
た学力向上に取
り組む。 
 
(2)生徒の『主
体的・対話的で
深い学び』につ
ながる授業改善
に取り組む。  

(1)基礎力充実
と進路希望の実
現にむけて生徒
の学習意欲の向
上を目指す取組
を工夫する。 
 
 
 
 
 
 
(2) 『学び直
し』の科目の在
り方に沿った教
材の検討と作成
に取り組む。組
織的な授業改善
により、授業の
質の向上ととも
に教材の検証を
図る。 
 
 

(1)基礎力診断テ
ストの複数回受
験を学年進行で
導入する。実施
後のフォローア
ップを含めた生
徒へのフィード
バックを重視し
て生徒の学習意
欲の向上に結び
付く取組を目指
す。 
 
(2)『学び直し』
科目としての学
校設定科目「教
養」の教材の完
成を目指す。 
生徒の『主体
的・対話的で深
い学び』を実現
できる授業づく
りを実践し、教
材の検証も含め
て職員全体で協
議する。 

(1)各回の受験
の都度、実施前
に生徒の取組み
を支援し、結果
分析に応じた学
習指導が実施さ
れ、学習成果と
意欲の向上が見
られたか。 
 
(2)教養科目の
１･２年生の教
材を検討し完成
させることがで
きたか。生徒に
よる授業評価ア
ンケートで「授
業のなかででき
るようになった
ことを実感する
ことができた」
が 80％以上の肯
定評価がなされ
たか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

(1)規範意識・
社会性を涵養
し、自らの判断
で社会的な行動
をとれる生徒の
育成を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)個に応じた
生徒指導・支援
を充実させる。 

(1)自ら状況を
判断し、よく考
えて行動する力
を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
(2)個々の生徒
の理解に努め、
一人ひとりに寄
り添った支援策
を実践してい
く。 
 
 

(1)・集会等の場
でルールとマナ
ーを守った行動
をとるよう呼び
掛ける。 
・各種講演会を
開催し、規範意
識を養う。 
・SSE の実施によ
り自ら判断して
行動する力、良
好な人間関係構
築力を育てる。 
 
(2)・学校全体で
生徒の情報共有
を行い個別理解
に努める。 
・SC、SSW、多文
化教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
などの専門性を
活かした生徒支
援を行い、外部
組織との連絡を
密にし、適切な
対応を行う。 

(1)「社会実践
力」を身につけ
た生徒を育てる
べく、学校生活
全体を通じて行
う職員全体での
注意喚起や各種
講演会の開催を
通じた規範意識
の醸成により、
特別指導の件数
を 20%減らすこ
とができたか。 
 
(2)高い専門性
を持つ職員や外
部機関と密に連
携し、課題を抱
える生徒支援を
組織的に行うこ
とができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

(1)３年間を見
通した計画的な
進路指導の実践
により、生徒一
人ひとりの進路
希望の実現を支
援する。 
(2)生徒活動の
自主性・主体性
を重視すること
で、生徒が自律
的に自立できる
ことをめざす。 

(1)各学年の進
路目標に合わせ
た年間計画を作
成する。生徒の
ニーズに合わせ
た進路支援を可
能とする進路室
等の整備を積極
的に進める。 
(2)クラス交流
会･文化祭等の
生徒が主体とな
る行事運営を通
して自律性･リ
ーダー性を育む
とともに生徒間
の親睦を深め、
達成感、自己肯
定感を高める。 

(1)各学年の進路
目標を達成する
ためのガイダン
スや講演会等を
計画する。ICT を
活用した進路支
援が行えるよう
にする。 
 
(2)生徒会役員と
の連絡を密に行
い、生徒が主体
的に行事に取り
組めるように支
援する。 

(1)ガイダンス
や講演会等が適
切な時期に適切
な内容で計画で
きたか。生徒の
進路室利用が増
えたか。進路実
績のうち未定者
の割合を 10％以
内にできたか。 
 
(2)生徒が主体
的に行事運営を
進められたか。 
生徒全体の声を
取り入れた行事
運営の実現がで
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

学校と地域相互
の教育力を生か
し、地域と連携
した学校づくり
を推進する。 

(1)本校の活動
や取組内容を広
く発信する。 
 
 
 
(2)地域や PTA
と連携した教育
活動の実施をめ
ざす。 

(1) 従来の広報
活動に加え、公
式 SNS を 活 用
し、サポートチ
ームの生徒を主
体とした情報発
信をする。 
(2)釜利谷協議会
や地域懇談会、
PTA 活動等を通し
て、地域や保護
者のニーズを把
握し、実現に向
けて検討を行う 

(1)月に２回程
度の SNS 発信が
実施できたか。
また、学校説明
会参加者などか
らのアンケート
により、広報活
動方法の効果を
検証する。 
 
(2) 地域や保護
者のニーズを把
握し、実現でき
たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

すべての職員が
職場環境を含め
た様々な変化に
柔軟に対応し、
積極的に取り組
める持続可能な
組織づくりをす
すめていく。 

(1)校内におい
ての教育環境の
課題を共有す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)生徒と向き
合う時間をとる
ために教員の働
き方改革をすす
める。 

(1)①大規模災害
に備えるための
防災マニュアル
を見直す。あわ
せて DIG や防災
訓練を通じて職
員・生徒の防災
意識を高めてい
く。 
②ゴミの分別を
図り、校内の教
育環境の整備を
すすめるととも
に 意 識 を 高 め
る。 
(2)会議のペーパ
ーレス化をさら
にすすめ業務の
効率化をすすめ
る。また、業務
の均分化を推進
していく。 

(1)①生徒自身
が大規模地震の
発生を想定した
行動が迅速にで
きるか、そのた
めの職員による
体 制 が 整 っ た
か。 
②生徒自身がゴ
ミの分別ができ
るようになった
か。教職員は分
別の意識を高め
るための手立て
を整えたか。 
(2)電子ファイ
ルの活用により
会議時間の効率
化が進んだか。
業務に対する均
分化を進め生徒
と向き合う時間
が確保できたと
いう実感を持つ
教職員の割合が
増えたか。 

     



 

 


